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The purpose of this paper is to review current research concerning fear for negative evaluations， 
with a particular focus on its developmental processes. First， we review studies of fear for negative 
evaluations from four domains， and find research from the perspective of fear prevention to be 
particularly important. However， to date there have been relatively few practical studies into the 
influencing factors and the developmental processes behind fear for negative evaluations. Accordingly， 
we introduce some developmental models of social anxiety and social anxiety disorder， which provide 
some meaningful hints for creating a model of fear for negative evaluations. Finally， we discuss some 
directions for future research. 


















念 (Leary，1983a生和訳 1990) であり，かつ社交
不安障害の背景にある (Rapee& Heimberg， 1997) 




Friend， 1969， p.449) と定義されている。
評価懸念に関する先行研究を整理すると，①測定
尺度の作成に関するもの(:&)11.佐々木・福井，
1992 ; La Greca & Lopez， 1998; La Greca & Stone， 
1993; Watson & Friend， 1969). ②性差や年齢的変
化について検討したもの (Hartmann，Zahner， 
Puhse， Schneider， Puder， & Kriemler， 2010; Warren， 
Good， & Velten， 1984).③適応指標との関連につい
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て t食討したもの (Kocovski& Endler， 2000; 
O'Connor， Berry， Weiss， & Gillbert， 2002)，④評価
懸念の形成(二関連および影響する要因について検討
したもの (Koydemir-Ozden& Demir， 2009; 
Teachman & Allen， 2007;山本.13仁， 2003) の4
つに大別することが可能であると患われる。特に曾











(Clark & Wells， 1995; Leary， 1983a生和訳 1990; 
Rapee & Heimberg， 1997)。また，子どもの不安F幸
害についても，その認知的プロセスを記述するモデ





























Watson & Friend (1969) によると，評価懸念は
社会的評1rlIi不安 (social-evaluativeanxiety) の措成







白SocialAvoiclance and Distress scale' (以下 SADと
する)，③にあたる「他者から否定的な評価を受け
ることに対する恐れ」は 'Fear‘ ofNegative 
Evaluation scale' (以下 FNEとする) として尺!支イヒ
されている (Watson& Friencl， 1969)。



















(Buss， 1986大潟訳 1991) など様々であり，その使
われ方は研究者1Jで必ずしも一致している訳ではな
い(菅原， 1996)。一方，許制li懸念は，対人不安以
外の不安障害 (Oei，Kenna， & Evans， 1991)や，不
安障害以外の精神疾患 (Kinoshita，Kingdon， 
Kinoshita， Kinoshita， Saka， Arisue， Dayson， Nakaaki， 
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されている。また. Leary ( 1983b)は12項自の短縮













期用(適用年齢6~12歳)は 'Social Anxiety Scale 
for Children四Revised' (La Greca & Stone， 1993; tJ、
下 SASC也Rとする) 青年期用(適用年齢12~18歳)
は 'SocialAnxiety Scale for Adolescents' (La 
Greca & Lopez， 1998;以下 SAS四Aとする)と呼ばれ
ている。海外では，児童期および青年期の評価懸念
を測定する際に FNEのみを使用することがある
(Hartmann， et al.， 2010; La Greca， Dandes， Wick， 
Shaw， & Stone， 1988) 0 EI 本 ~ß'J:友は岡島・福原. iJJ 




島他 (2009) によれば， I他者からの否定的な評価
に対する恐れjの Cronbachの α係数は， SASC四R
では α=.91. SAS-Aでは α=.89であり， 2週間後






1992) は， I否定 I~!IJ な評価の懸念・回避」と「許制li
場面の意識・懸念」の 2因子構造， 16項目の尺度で



































れる一方で (Watson& Friend， 1969). 男女1M]で有
志:な差が見られなかったという結果も得られている
(石川他. 1992;rlurk& Heimberg， 1998)。一方， ;i己
主・思春期jにおいては，女児の方が男児よりも評価
懸念が高し 1という結果が一員A して見られている
(Hartmann et a1.， 201O;La Greca et a1.， 1988;岡田























た I~I 己保である「行為の主体としての自己J から，
他者から自分がどうみられているかを把握すること
が可能になる!とi己の客体化が起こるとし，子どもが


































(Oei et al.， 1991). jJpうつ (Collins，Westra， Dozois， 
& Stewart， 2005; O'Connor et al， 2002). i子{食障害
(Gilbert & IV1eyer， 2005). 自尊心の{長さ (Kocovski
& Encller， 2000) なとごとの関連カ'1明らかにされてい
る。また，児童~Jîを対象にした1iJf究で、は守 ソシオメ
トリック j去における拒否児や無視児の地位 (La
Greca et al.， 1988). I~I 己 fílli 値観の{止さ (La Greca 



































木島・大野・安藤 (2011) は. BISが不安やtiiJうつ
に影響を与える，つまり BISが不安や抑うつの素
因である可能性を明らかにしており. McClure & 
Pine (2006) も.見知らぬ人に対する行動抑制は，
のちの対人不安と関連することを指摘している。


















f止さカ汁明らかにさ i"Lている (Arrindell，K wee， 
Methorst， van der Ende， Pol， & Moritz， 1989; Lieb， 
Wittchen， Hofler， Fuetsch， Stein， & Merikangas， 







ている (Watson& Friend， 1969) 0 6 ~ 12歳の子ど
もを弁Jfg~ に縦断 ii)f究を行った Allaman ， Joyce， & 















































ており (McCabe，Anton日 Summerfeldt，Liss， & 
Swinson， 2003)，からかいやいじめの被害は，社交
不安障害の生起に一定の役割を果たす可能性がある
と言える (Brook& Schmidt， 2008)。評価懸念との
関連についても検討がなされており， 1ljJ間から11f，:t見
されている子どもは，他児よりも高い対人不安と評
価懸念を報告している (LaGreca et a]" 1988)。ま





ロセスモデルをiftI唱したものとして， Brum訂 iu& 
Kerns (2010)， Manassis & Bradley (1994)， Morris 
(2001)， Rubin， Coplan，& Bowker (2009) を紹介す
る。
まず.複数の要因を扱いながらも，発達初期の親




























































































能住:カq旨t荷されている (Asendorpf，1990， 1993; 
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